
９．情報通信技術を活用した教育振興事業

（前年度予算額 １０７百万円）

２８年度予定額 ８８百万円

１．事業の要旨

子供たちの基礎的・基本的な知識・技能と、思考力・判断力・表現力等、主体的に学

習に取り組む態度など確かな学力を育成するためには、子供たちの学習や生活の主要な

場である学校において、ＩＣＴの特長を生かして効果的に活用した教育を推進するとと

もに、情報活用能力を育成することが重要である。

そのため、児童生徒の情報活用能力の実現状況を把握するとともに、各学校における

情報教育（情報活用能力の育成）にかかる年間指導計画（指導モデル）の作成に関する

実践的な研究を実施する。また、アクティブ・ラーニングなど多様な学習における「子

供の学びの姿」を、ＩＣＴを活用して捉える方法を研究開発する。

２．事業の内容

（１）情報教育の推進等に関する調査研究

平成27年度に実施した情報活用能力に関する調査（高等学校）の結果を分析し、

生徒の情報活用能力の実現状況を把握する。また、情報教育推進校（I E-School）
イー・スクール

を指定し、教科横断的な情報活用能力の育成に係る年間指導計画（指導モデル）を

作成するとともに、それに基づく指導方法・教材の利活用等（プログラミングや情

報セキュリティに関する学習活動を含む）について実践的な研究を実施する。

（２）ＩＣＴを活用した課題解決型教育の推進事業

ＩＣＴを活用して集積されたデータから、子供の学習の過程や学習を通じた変化

を読み取るために必要なデータを抽出し可視化する方法（アプリケーション）を研

究開発し、協力校において有効性を検証する。
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情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
振
興
事
業

児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
実
現
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
に
お
け
る
情
報
教
育
（
情
報
活
用
能
力
の
育
成
）
に
か
か
る
年
間
指
導

計
画
（
指
導
モ
デ
ル
）
の
作
成
に
関
す
る
実
践
的
な
研
究
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
多
様
な
学
習
に
お
け
る
「
子
供
の
学
び
の
姿
」
を
、
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
て
捉
え
る
方
法
を
研
究
開
発
す
る
。

１
．
情
報
活
用
能
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
．
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
成
果
の
把
握
・評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

情
報
活
用
能
力
調
査

情
報
教
育
推
進
校
（I

E-
Sc

ho
ol
）

情
報
活
用
能
力
に
関
す
る
調
査
（
高
等
学
校
）
（
平
成
２
７
年
度
実
施
）

の
結
果
を
分
析
し
、
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
実
現
状
況
を
把
握

情
報
教
育
推
進
校
を
指
定
し
、
教
科
横
断
的
な
情
報
活
用
能
力
の
育

成
に
か
か
る
年
間
指
導
計
画
（
指
導
モ
デ
ル
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
基
づ
く
指
導
方
法
・
教
材
の
利
活
用
等
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
学
習
活
動
を
含
む
）
に
つ
い
て
実
践
的
な
研

究
を
実
施

小
・
中
・
高
各
５
校
（
２
年
指
定
）

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
見
据
え
、
各
学
校
に
お
け
る

情
報
教
育
の
具
体
的
な
進
め
方
や
、
国
・教
育
委
員
会
等

に
お
け
る
情
報
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討

推
進

体
制

教
師
の
記
録
・
記
憶
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「子

供
の
学
び
の
姿
」を
捉
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

多
様
な
学
習
に
お
け
る
評
価
を
充
実

【
現
状
】
ＩＣ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
習
デ
ー
タ
の
把
握
・
評
価
は
、
ド
リ
ル
教
材
を
用
い

た
個
別
学
習
等
、
一
部
に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
が
、
今
後
一
層
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
協
働
学
習
等
に
お
け
る
多
様
な
「
子
供
の
学
び
の
姿
」を
捉
え
切
れ
て

い
な
い
。

ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
て
集
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
子
供
の
学
習
の
過
程
や

学
習
を
通
じ
た
変
化
を
読
み
取
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
抽
出
し
可

視
化
す
る
方
法
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
研
究
開
発
し
、
協
力
校
に
お
い

て
有
効
性
を
検
証
。
新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
の
評
価
に
活
用
。

実
現
さ
れ
る
こ
と
（
例
）

情
報
端
末
の
操
作
記
録
か
ら
、
子
供
の
思
考
の
過
程
（
ど
の
よ
う
に
問
題
を

解
こ
う
と
し
て
い
る
か
）
や
ど
こ
で
つ
ま
づ
い
て
い
る
か
等
を
捉
え
る

グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
の
記
録
か
ら
、
従
来
の
方
法
で
は
教
師
が
見
逃
し
て

い
た
子
供
の
発
言
を
捉
え
る

教
師
の
指
導
の
記
録
と
ク
ロ
ス
さ
せ
、
教
師
の
発
話
に
よ
る
子
供
の
見
方
・考

え
方
の
変
化
を
捉
え
る

等

情
報
教
育
推
進
校
実
践
研
究

ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
成
果
の
把
握
・
評
価

（
H2

8ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
開
発
、

H2
9協
力
校
に
お
け
る
検
証
）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進

〔
H2

8以
降
継
続
・
深
化
〕

デ
ジ
タ
ル
教
材
等
の
標
準
化

〔
H2

8以
降
継
続
・
深
化
〕

情
報
活
用
能
力
調
査
（
高
等
学
校
）

（
H2

7実
施
、

H2
8分
析
）

～
H2

7
H2

8
H2

9【
学
習
指
導
要
領
改
訂
】

H3
0

調
査
結
果
、
実
践

事
例
等
の
分
析

次
期
学
習
指
導
要
領
下
の

各
学
校
に
お
け
る
情
報
教

育
の
具
体
的
進
め
方
、
国
・

教
育
委
員
会
等
に
お
け
る

推
進
方
策
の
検
討
・
実
施

そ
う
か
！

こ
ん
な
方
法

も
あ
る
ん
だ

私
の
考
え
は

こ
う
だ
よ
！

把
握
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
「
子
供
の
学
び
の
姿
」

事
業

概
要

情
報
活
用
能
力
育
成
推
進
会
議
（
文
部
科
学
省
設
置
）

調
査
研
究

委
員
会

情
報
活
用
能
力
調
査
分
析
委
員
会

実
践
研
究
企
画
検
証
委
員
会

IE
-S

ch
oo

l (
15
校

)
※
各
校
に
検
証
委
員
会
設
置

イ
ー
・
ス
ク
ー
ル

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額
１
０
７
百
万
円
）

平
成
２
８
年
度
予
定
額

８
８
百
万
円
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10．ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業

（前年度予算額 ２４５百万円）

２８年度予定額 ２６１百万円

１．事業の要旨

教員等のＩＣＴ活用指導力の向上を図るため、教員養成課程を有する大学と連携し

て研修プログラムの策定に取り組む自治体や、ＩＣＴを活用した学びの実践体制の構

築を図るためのカリキュラム策定に取り組む自治体への支援を行うほか、教員のＩＣ

Ｔ活用をサポートするＩＣＴ支援員のスキル標準及び育成モデルプログラムを開発す

る。また、ＩＣＴ環境の整備・充実を図る取組を支援するため、「ＩＣＴ活用教育ア

ドバイザー」の自治体への派遣を行う。

２．事業の内容

（１）ＩＣＴを活用した学びの推進プロジェクト

ア．指導力パワーアップコース

教員等のＩＣＴ活用指導力の向上を目指す自治体（都道府県・指定都市教育委員

会）を指定する。

地域内に複数の実証校を設置し、教員養成課程を持つ大学と連携を図り、教員等の

ＩＣＴ活用指導力向上のための研修等のプログラムを策定・実践する地域を支援する。

イ．ＩＣＴ活用実践コース

ＩＣＴ環境の整備を進め、ＩＣＴを活用した特徴的な教育に挑戦する自治体を指定

する。

地域内に複数の実証校を設置し、ＩＣＴを活用した授業の実践体制を構築するため

のカリキュラムを策定・実践する地域を支援する。

ウ．ＩＣＴ支援員の育成・確保

教員のＩＣＴ活用をサポートするＩＣＴ支援員を育成し、確保するため、ＩＣＴ支

援員のスキル標準及び育成モデルプログラムを開発する。

（２）ＩＣＴ活用教育アドバイザー派遣事業

文部科学省にＩＣＴ活用教育アドバイザリーボードを設置して、ＩＣＴ環境の整備

を図ろうとする自治体のニーズに応じてアドバイザーを派遣し、ＩＣＴを活用した教

育の推進計画やＩＣＴ機器整備計画（機器購入の調達手法を含む）の策定や校務支援

のあり方についての留意事項等の助言を行う。

（３）調査研究

ＩＣＴを活用した教育を推進する上での望ましい環境構成や、ＩＣＴ活用指導力自

己評価の継続的な実施のための調査研究を行う。
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「
確
か
な
学
力
」
の
効
果
的
な
育
成
を
促
進

１
．
教
員
等
の
ＩＣ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
に
取
り
組
む
自
治
体
の
支
援
を
行
う
ほ
か
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員
の

ＩＣ
Ｔ
活
用
を
サ
ポ
ー
トす
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援
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成
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、
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す
る
た
め
、
ＩＣ
Ｔ
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ル
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プ
ロ
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発
す
る
。
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．
ＩＣ
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境
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整
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実
を
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組
を
支
援
す
る
た
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、
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Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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の
自
治
体
へ
の
派
遣
を
行
う
。

指
導
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
【
８
地
域
】

地
域
内
に
複
数
の
実
証
校
を
設
置
し
、
教
員
養
成
課
程
を
有

す
る
大
学
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
教
員
等
の
ＩＣ
Ｔ
活
用
指
導

力
向
上
の
た
め
の
研
修
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
・実
践
。

１
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
の
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ＩＣ
Ｔ
活
用
実
践
コ
ー
ス
【
２
５
地
域
】

地
域
内
に
複
数
の
実
証
校
を
設
置
し
、
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

の
実
践
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
・実
践
。

事
業

概
要

★
国
に
「
ＩＣ
Ｔ
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
を

設
置

ＩＣ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
図
ろ
う
と
す
る
自
治
体
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
。

ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
計
画
や
ＩＣ
Ｔ
機
器
整

備
計
画
（機
器
購
入
の
調
達
手
法
含
む
）の
策
定
や

校
務
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
等
の
助

言
を
実
施
。

事
例
を
集
約
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

現
状

ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
取
り
組
み
に
地
域
間
で
差
異
が
生
じ
て
お
り
、
自
治
体
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
が
必
要

ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
推
進
自
治
体
応
援
事
業

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活
用
や
映
像
資
料
の
配
布
及
び
講
習
会
等
を
通
じ
て
全
国
で
共
有

【
３
０
地
域
】
→
【
４
５
地
域
】

２
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

ＩＣ
Ｔ
支
援
員
の
育
成
・
確
保

教
育
現
場
に
お
け
る
ＩＣ
Ｔ
活
用
を
推
進
し
て
い
く
上
で
求
め
ら
れ

る
一
定
の
能
力
を
備
え
た
ＩＣ
Ｔ
支
援
員
を
育
成
し
、
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
ス
キ
ル
標
準
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
大
学
や
民

間
等
の
取
組
の
現
状
を
踏
ま
え
、
ＩＣ
Ｔ
支
援
員
育
成
モ
デ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。

連 携
自
治
体

大
学

大
学

民
間
企
業

（
平
成
２
７
年
度
予
算
額

２
４
５
百
万
円
）

平
成
２
８
年
度
予
定
額

２
６
１
百
万
円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
・
発
達
段
階
に
応
じ
た
授
業
実
践
体
制
の
整
備
促
進
・
環
境
整
備
の
促
進

【
新
規
】

E
n

g
lis

h
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11．人口減少社会におけるＩＣＴの活用による
教育の質の維持向上に係る実証事業

（前年度予算額 １４２百万円）

２８年度予定額 １３６百万円

１．事業の要旨

過疎化・少子高齢化が進む人口過少地域において、ＩＣＴの活用により、遠隔地間に

おける児童生徒の協働学習の充実や、社会教育施設等による遠隔講座の実施など、学校

教育及び社会教育における教育の質の維持向上を図るための実証研究等を実施する。

２．事業の内容
（１）学校教育におけるＩＣＴを活用した実証研究

離島や過疎地等においては、今後、少子化に伴い、学校の統廃合も困難な小規模学校

の更なる増加が想定されることから、社会性の育成を始め、児童生徒同士の学び合いや

学校内外の様々な人々との協働学習、多様な体験を通じた課題探究型の学習などが困難

となるなど、教育の質の確保が大きな課題となる。

そのため、今後予想されるこうした環境において、学校教育の質の維持向上を図るた

めの方策を検討することが必要であり、遠隔地間の学校同士をＩＣＴで結び、年間を通

じて合同学習や合同活動などを実施することにより、指導方法の開発や有効性の検証な

どを行い、人口減少社会における学校教育の手法に関する検討を行う。

（２）人口過少地域におけるＩＣＴを活用した社会教育実証研究

少子高齢化に伴う全国的な過疎化が進行する中、社会教育を通した地域課題に取り組

む上で中心的な役割を果たす若手の担い手や指導者等の人材不足が見込まれており、地

域コミュニティの維持向上が大きな課題となる。

そのため、ＩＣＴを活用して遠隔地間の社会教育施設等を結びながら学習機会の提供

や指導者の養成などを行い、

① ＩＣＴを活用した遠隔講座などを行うための手法の開発と手法の有効性の検証

② 人口過少地域における社会教育の効果を最大化させるためのＩＣＴ活用の在り方の検討

について実証研究を行うことにより、社会教育による人口過少地域のコミュニティの維

持向上方策や、人口過少地域における社会教育構築体制の在り方について検討する。

（３）遠隔学習等活用事例に関する調査研究

遠隔学習を導入・実践するに当たり、参考となる初歩的なノウハウ（遠隔学習に関す

る事前準備や指導方法、及びＩＣＴ機器の特長を生かした活用方法など）について、実

証研究の中間成果をとりまとめ報告会を開催し普及する。更に、本実証研究の実効性を

高めるため、実証内容について検証を実施し、事業内容の改善を図る。
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人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
教
育
の
質
の
維
持
向
上
に
係
る
実
証
事
業

我
が
国
の
人
口
減
少
が
加
速
化
す
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
中
、
将
来
的
に
全
国
各
地
に
お
い
て
現
行
の
学
校
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
口
過
少
地
域
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
社
会
教
育
に
お
い
て
も
同
様
に
地
域
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
今
後
、
そ
の
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
教
育
水
準
の
維
持
向
上
が
課
題
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
【
在
学
者
数
推
移
（
小
・
中
・
高
）
昭
和
2
3
年
約
1
,6
7
7
万
人

昭
和
6
0
年
約
2
,2
6
3
万
人

平
成
2
5
年
約
1
,3
5
6
万
人
】
（
学
校
基
本
調
査
よ
り
）

平
成
2
8
年
度
予
定
額
１
３
６
百
万
円
（
平
成
２
７
予
算
額
１
４
２
百
円
）

小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
最
小
化
を
図
る

学
校
統
廃
合
の
困
難
な
小
規
模
学
校
に
対
し
て
、
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
て
他
の
学
校
と
結
び
、

児
童
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
体
験
を
通
じ
た
学
習
活
動
の
充
実
な
ど
を
図
る
た
め
の

実
証
研
究
を
行
う
。

課
題
・背
景

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
存
続
及
び
活
性
化

取
組

成
果

主
要
５
教
科
を
含
め
て
、
年
間
を
通
し
て
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
合
同
学
習
等
の
指
導
方
法
の

開
発
や
、
効
果
の
検
証
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
普
及
す
る
。

ＩＣ
Ｔ
の
特
長
を
生
か
し
て
社
会
教
育
の
維
持
向
上
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
遠
隔
地
間
に
お
け
る
講
座
や
研
修
を
行
う
な
ど
、
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会

教
育
の
実
証
研
究
を
行
う
。

取
組

成
果

遠
隔
に
よ
る
講
座
や
人
材
養
成
を
通
じ
て
、
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
社
会
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
い
、
広
く
全
国
に
普
及
を
す
る
。

過
疎
地
域

博
物
館

図
書
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下

人
材
の
育
成
が
困
難

学
校

小
規
模
学
校

＜
小
規
模
学
校
の
課
題
＞

・
集
団
の
中
で
自
己
主
張
し
た
り
、
他
者
を
尊
重
す
る
経
験
を
積
み
に
く
く
、

社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身
に
つ
き
に
く
い

・
児
童
生
徒
の
人
間
関
係
や
相
互
の
評
価
が
固
定
化
し
や
す
い

・
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
の
中
で
意
欲
や
成
長
が
引
き
出
さ
れ
に
く
い

等

遠
隔
地
間
に
お
け
る
双
方
向
型
の
合
同
学
習
を
実
施

＜
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
証
研
究
＞

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る

遠
隔
に
よ
る
講
座
や
研
修
の
実
施

遠
隔
学
習
等
活
用
事
例
に
関
す
る
調
査
研
究

遠
隔
学
習
を
導
入
・
実
践
す
る
に
当
た
り
、
参
考
と
な
る
初
歩
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
（
遠
隔
学
習
に
関
す
る
事
前
準
備
や
指
導
方
法
、
及
び
ＩＣ
Ｔ
機
器
の
特
長
を

生
か
し
た
活
用
方
法
な
ど
）
に
つ
い
て
、
実
証
研
究
の
中
間
成
果
の
と
り
ま
と
め
報
告
会
を
開
催
し
普
及
す
る
。
更
に
、
本
実
証
研
究
の
実
効
性
を
高
め
る

た
め
、
実
証
内
容
に
つ
い
て
検
証
を
実
施
し
、
事
業
内
容
の
改
善
を
図
る
。

多
様
な
講
座
等
の

受
講
機
会
の
減
少

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

＜
人
口
過
少
地
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会
教
育
実
証
研
究
＞

実
証
研
究
（平
成
２
７
年
度
～
平
成
２
９
年
度
）
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12．体験活動推進プロジェクト等の充実等

（前年度予算額 ２４３百万円）

２８年度予定額 ２９８百万円

１．事業の要旨

青少年が抱える現代的な課題を踏まえ、主体性や規範意識を持った豊かな人間性や

「社会を生き抜く力」を育むため、青少年の体験活動、国際交流、読書活動等を推進

する。また、スマートフォンなどの新たな情報通信機器の普及に伴う青少年の生活リ

ズムの乱れやトラブル・犯罪被害等に対応するため、インターネットの適切な利用に

向けた取組を推進する。

２．事業の内容

（１）体験活動推進プロジェクト

「体験活動推進地域創生事業」において、青少年の体験活動の理解者を増やすと

ともに、体験活動の裾野を広げることを目的に、都道府県や市町村ぐるみで体験活

動推進に積極的に取り組む地域を支援する。（新規 ２箇所）

（２）青少年の国際交流の推進

「地域における青少年の国際交流推進事業」において、文化の異なる複数の国から

青少年を招へいし、一定期間、宿泊を伴う英語による共同生活を体験する機会を

提供することにより、地域への愛着を持ったグローバル人材の育成や英語学習への

モチベーションの維持・向上に資する。（新規 ５箇所）

（３）子供の読書活動の推進

「読書コミュニティ拠点形成支援」事業において、各地域で、学校・図書館関係者、

民間団体等と連携し、「子どもの読書活動推進ネットワークフォーラム」等を開催

し、子供の読書活動推進のためのコミュニティを形成する。（５箇所）

（４）青少年を取り巻く有害環境対策の推進

インターネット上の有害情報等から青少年を守るため、関係省庁やＰＴＡ等と連

携しつつ、保護者や青少年に直接働きかける啓発と教育活動を推進する。また、

「依存症予防教育推進事業」において、依存症予防教育を推進するため、シンポ

ジウム等の開催や調査研究を実施するとともに、地域の社会教育施設等を活用し

た地域住民向けの「依存症予防教室」の開催等の取組について支援等を行う。

（新規 ５箇所）
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【
青
少
年
の
健
全
育
成
】
体
験
活
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
充
実
等

（
前
年
度
予
算
額

：
24

3百
万
円
）

28
年
度
予
定
額

：
29

8百
万
円

○
青
少
年
が
抱
え
る
現
代
的
な
課
題
を
踏
ま
え
、
主
体
性
や
規
範
意
識
を
持
っ
た
豊
か
な
人
間
性
や
「
社
会
を
生
き
抜
く
力
」
を
育
む
た
め
、
青
少
年

の
体
験
活
動
、
国
際
交
流
、
読
書
活
動
等
を
推
進
す
る
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
新
た
な
情
報
通
信
機
器
の
普
及
に
伴
う
青
少
年
の
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
や
ト
ラ
ブ
ル
・
犯
罪
被
害
等
に
対
応
す
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利
用
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

青
少
年
の
国
際
交
流
の
推
進

体
験
活
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

子
供
の
読
書
活
動
推
進
事
業

青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
対
策
の
推
進

地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
国
際
交
流
推
進
事
業

文
化
の
異
な
る
複
数
の
国
か
ら
青
少
年
を
招
へ
い
し
、
一
定
期
間
、
宿
泊
を
伴
う
英
語

に
よ
る
共
同
生
活
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
。

・
参
加
国
の
文
化
を
紹
介
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
世
界
的
な
課
題
に
対
す
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
海
外
に
対
す
る
関
心
の
醸
成

・
英
語
で
地
域
の
魅
力
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
の
充
実

・
外
国
人
と
の
共
同
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
英
語
学
習
へ
の
抵
抗
感
の
減
少

【
新
規
５
箇
所
】

体
験
活
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

体
験
活
動
推
進
地
域
創
生
事
業

等

青
少
年
の
体
験
活
動
の
理
解
者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
体
験
活
動
の
裾
野
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
都
道
府
県
や
市
町
村
ぐ
る
み
で
体
験
活
動
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
地
域
を
支
援
す
る
。
【
新
規
２
箇
所
】

読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
形
成
支
援

学
校
、
図
書
館
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
読
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
促
進
す
る

た
め
、
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
を
全
国
各
地
で
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
組
の
紹
介
や
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
は
じ
め
、
子
供
の
読
書
活
動
を
推

進
す
る
諸
施
策
（
家
読
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
）
等
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
行
う
。

【
５
箇
所
】

青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
対
策
の
推
進

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
等
か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
、
関
係
省
庁
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連

携
し
つ
つ
、
保
護
者
や
青
少
年
に
直
接
働
き
か
け
る
啓
発
と
教
育
活
動
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

「
依
存
症
予
防
教
育
推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
依
存
症
予
防
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
開
催
や
調
査
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
社
会
教
育
施
設
等
を
活
用
し

た
地
域
住
民
向
け
の
「
依
存
症
予
防
教
室
」
の
開
催
等
の
取
組
に
つ
い
て
支
援
等
を
行
う
。

依
存
症
予
防
教
育
推
進
事
業
（
新
規
）

【
５
箇
所
】

海
外
の
青
少
年
と
英
語
を
用
い
て
共
同
生
活
す
る
機
会
を
提
供
し
、

地
域
へ
の
愛
着
を
持
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
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